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い
よ
う
な
も
の
だ
と
…
▼
春
闘

の
職
場
討
議
に
で
て
く
る
不
満

の
常
連
に
「
有
休
が
取
れ
な

い
」
が
あ
る
。
し
か
し
職
場
に

よ
っ
て
取
得
率
に
差
が
あ
り
要

求
へ
の
団
結
が
難
し
い
よ
う

だ
。
私
の
過
去
の
職
場
で
は
お

せ
っ
か
い
な
先
輩
も
多
く
取
得

し
な
い
と
怒
ら
れ
た
。
一
方
で

「
仕
事
が
好
き
。
有
休
を
取
ら

な
い
権
利
も
あ
る
」
と
言
う
労

働
者
も
い
る
▼
悪
名
高
い
「
残

業
代
ゼ
ロ
法
案
」
に
混
じ
り

「
年
休
取
得
義
務
化
法
案
」
が

国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
管

理
者
が
部
下
の
有
休
残
数
を
把

握
・
管
理
し
、
年
休
取
得
が
年

間
５
日
未
満
の
労
働
者
を
救
済

す
る
制
度
で
あ
る
。
良
い
制
度

で
あ
り
何
な
ら
部
下
の
有
休
取

得
率
を
評
価
項
目
に
入
れ
て
も

良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し

か
し
業
務
量
は
変
わ
ら
ず
残
業

増
加
、
中
間
管
理
職
の
負
担
増

と
な
る
よ
う
で
は
意
味
が
な
い

▼
労
働
組
合
は
縦
に
も
横
に
も

運
動
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。
縦
に
は
有
休
取

得
が
可
能
な
業
務
体
制
の
見
直

し
を
会
社
へ
要
求
。
横
に
は
組

合
員
に
対
し
て
「
休
み
た
く
て

も
休
め
な
い
仲
間
を
助
け
る
為

に
も
皆
で
有
休
を
取
得
し
て
職

場
風
土
を
変
え
よ
う
」
と
呼
び

か
け
、
労
組
役
員
が
率
先
し
て

有
休
取
得
。

�

（
Ｋ
・
Ｎ
）

　

▼
外
国
人

は
「
日
本
人

が
有
給
休
暇

の
権
利
を
行

使
せ
ず
に
流

し
て
し
ま
う

事
」
に
と
て

も
驚
く
と
い

う
。
休
日
出

勤
し
て
賃
金

を
請
求
し
な

TUBUYAKI

主
な
日
程

３月５日　菜の花行動（13：00マルイ前）
３月９日　一斉ターミナル宣伝
３月11日　バイバイ原発３・11きょうと（13：30円山音楽堂）
３月13日　重税反対統一行動
３月16日　17春闘統一行動・「賃上げの風を吹かそう」大宣伝
３月18日　�３・18さよなら原発京都北部集会� �

� （13：00舞鶴市総合文化会館）
３月19日　戦争法廃止! 街頭演説・デモ（16：00京都市役所前）
３月21日　年金よくする会講演会（18：30ラボール第８）

２
０
１
７
国
民
春
闘
ア
ピ
ー
ル

　

京
都
総
評
は
、
本
日
、
臨
時
大
会
を
開
催

し
、
す
べ
て
の
働
く
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
、

17
国
民
春
闘
勝
利
を
め
ざ
し
て
総
決
起
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

い
ま
や
、
労
働
者
の
５
割
以
上
が
、
年
収
３

０
０
万
円
未
満
の
「
働
く
貧
困
層
」
と
な
り
、

非
正
規
雇
用
は
２
４
０
０
万
人
を
越
え
、
労
働

者
の
４
割
超
を
占
め
る
に
至
り
ま
し
た
。「
こ

の
ま
ま
で
は
暮
ら
せ
な
い
」「
将
来
に
展
望
が

持
て
な
い
」
と
悲
鳴
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
賃

上
げ
が
暮
ら
し
は
も
ち
ろ
ん
、
景
気
回
復
の
鍵

で
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
常
識
と
な
り
ま
し

た
。
首
相
は
、
財
界
に
４
度
目
と
な
る
賃
上
げ

要
請
を
行
い
ま
し
た
が
、
財
界
は
、「
生
産
性

の
向
上
が
先
」
と
、
正
面
か
ら
応
え
よ
う
と
は

し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
長
時
間
労
働
も
深
刻
で
す
。
過
労
死

等
防
止
基
本
法
が
で
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
実

効
あ
る
対
策
が
取
ら
れ
な
い
た
め
、
電
通
の
労

働
者
が
若
く
し
て
過
労
死
に
追
い
や
ら
れ
ま
し

た
。

賃
上
げ
、
長
時
間
労
働
規
制
は
、
私
た
ち
の
た

た
か
い
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
政
府
が
「
賃
上

げ
」
と
言
う
の
な
ら
ば
、
最
賃
引
上
げ
・
中
小

企
業
支
援
こ
そ
、
即
刻
や
る
べ
き
で
す
。
さ
ら

に
、
政
府
は
国
民
の
声
に
押
さ
れ
て
、「
同
一

労
働
同
一
賃
金
」「
長
時
間
労
働
の
規
制
」
を

言
い
始
め
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
本
気
な
ら
ば
、

ま
ず
、
残
業
代
を
ゼ
ロ
に
す
る
労
働
基
準
法
の

改
悪
案
を
取
り
下
げ
る
べ
き
で
す
。

　

昨
秋
以
来
、
年
末
一
時
金
の
闘
い
で
は
、

「
賃
上
げ
は
我
々
の
手
で
」
と
、
ス
ト
を
決
行

し
て
要
求
を
勝
ち
取
っ
た
組
合
も
あ
り
ま
し

た
。
公
務
員
給
与
で
は
、
公
務
・
民
間
の
労
働

者
の
団
結
の
力
で
前
進
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

今
春
闘
は
、
こ
れ
ら
の
た
た
か
い
を
確
信
に
、

公
務
・
民
間
・
地
域
が
団
結
し
て
「
大
幅
な
賃

上
げ
で
、
フ
ト
コ
ロ
を
あ
た
た
め
て
、
地
域
も

元
気
に
し
よ
う
」
と
、
全
て
の
職
場
と
地
域
か

ら
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
・
大
幅
賃
上
げ
と
均
等
待

遇
を
求
め
て
総
決
起
す
る
正
念
場
の
春
闘
で

す
。

　

17
春
闘
で
私
た
ち
は
、「
だ
れ
で
も
月
額
２

万
円
以
上
、
時
間
額
１
５
０
円
以
上
の
賃
上

げ
」
を
要
求
し
て
た
た
か
い
ま
す
。

　

大
企
業
の
行
き
過
ぎ
た
貯
め
込
み
を
労
働
者

と
下
請
け
へ
還
元
さ
せ
、
す
べ
て
の
労
働
者
に

ま
と
も
な
賃
金
を
保
障
し
、
安
定
し
た
雇
用
と

均
等
待
遇
の
実
現
を
求
め
ま
す
。

　

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
（
働
き
が
い
の
あ
る

人
間
ら
し
い
仕
事
）
の
実
現
を
め
ざ
し
、
職
場

か
ら
36
協
定
を
見
直
し
、
労
働
時
間
の
短
縮
を

勝
ち
取
る
と
と
も
に
、「
残
業
代
ゼ
ロ
」「
解
雇

自
由
」
な
ど
働
く
ル
ー
ル
破
壊
を
許
さ
ず
、
真

の
意
味
で
の
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」「
長
時

間
労
働
の
規
制
」
を
め
ざ
し
ま
す
。
す
べ
て
の

争
議
の
勝
利
解
決
を
め
ざ
し
ま
す
。
社
会
保
障

の
連
続
し
た
改
悪
を
許
さ
ず
、
安
全
・
安
心
の

社
会
保
障
を
国
の
責
任
で
保
障
す
る
こ
と
を
求

め
ま
す
。

　

府
民
と
力
を
あ
わ
せ
、
立
憲
主
義
を
な
い
が

し
ろ
に
す
る
暴
走
政
治
と
対
決
し
、
憲
法
が
生

か
さ
れ
、
労
働
者
・
国
民
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る

日
本
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

い
ま
こ
そ
、
組
織
の
拡
大
強
化
で
攻
勢
的
に

た
た
か
う
こ
と
を
め
ざ
し
、
総
決
起
す
る
こ
と

を
心
か
ら
呼
び
か
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
７
年
１
月
29
日

�

京
都
総
評
第
83
回
臨
時
大
会

る
」（
京
建
労
）、「
憲
法
を
職

場
と
生
活
に
生
か
す
取
り
組
み

を
強
め
、
民
間
と
の
連
帯
を
強

め
て
い
く
」（
自
治
労
連
）、

「
賃
上
げ
は
４
０
０
０
０
円
を

要
求
。
各
組
織
で
の
本
格
的
な

議
論
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
貴

重
。
回
答
指
定
日
の
翌
日
に
府

庁
前
行
動
を
計
画
」（
医
労

連
）
な
ど
、
17
春
闘
を
た
た
か

う
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

組
織
拡
大
に
全
力

を
あ
げ
る
決
意

　

組
織
拡
大
の
課
題
で
は
、

「
秋
の
拡
大
月
間
で
１
９
０
人

を
展
開
、
②
非
正
規
労
働
者
と

の
対
話
を
重
視
し
均
等
待
遇
実

現
な
ど
の
要
求
を
重
視
、
③
賃

上
げ
と
ま
と
も
な
労
働
の
合
意

づ
く
り
の
共
同
を
広
げ
る
、
④

組
織
拡
大
に
全
力
を
あ
げ
る
、

⑤
安
倍
内
閣
を
や
め
さ
せ
る
大

共
同
を
発
展
さ
せ
る
、
こ
と
を

基
本
と
し
た
17
春
闘
方
針
を
提

案
し
ま
し
た
。

要
求
討
議
を
重
視

し
、ス
ト
ラ
イ
キ
を

含
む
多
様
な
行
動

　

討
論
で
は
30
人
（
文
書
発
言

１
）
が
発
言
。「
生
活
と
将
来

を
見
据
え
た
要
求
作
り
を
め
ざ

す
。
生
活
を
シ
ュ
ミ
レ
ー
ト
し

て
議
論
す
る
こ
と
が
重
要
」

（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）、「
２
月
27
日

に
府
庁
を
包
囲
し
、
京
都
府
に

建
築
労
働
者
の
賃
上
げ
を
訴
え

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
梶
川

憲
議
長
は
「
だ
れ
で
も
月
額
２

万
円
以
上
、
時
間
額
１
５
０
円

以
上
の
賃
上
げ
を
目
標
に
全
力

を
あ
げ
る
と
同
時
に
、
雇
用
形

態
に
か
か
わ
ら
ず
時
間
額
１
０

０
０
円
以
上
の
賃
金
を
つ
く
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
。
来
賓
の
国

民
春
闘
共
闘
委
員
会
代
表
委
員

の
小
田
川
義
和
全
労
連
議
長

は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
も
と

で
総
下
流
化
が
進
行
し
て
い

る
。
社
会
的
な
賃
金
闘
争
と
職

場
で
の
た
た
か
い
を
結
合
さ
せ

て
17
春
闘
を
た
た
か
お
う
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

池
田
事
務
局
長
が
①
ベ
ア
を

要
求
し
て
賃
上
げ
の
一
大
運
動

１
月
29
日
、
ラ
ボ
ー
ル
京
都
ホ
ー
ル

地
域
で
の
多
様
な

た
た
か
い
が

　

地
域
か
ら
は
、「
労
働
学
校
を

26
年
ぶ
り
に
開
校
し
、
26
人
が

受
講
。
連
合
職
場
の
若
い
労
働

者
は
、
職
場
で
は
理
不
尽
な
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
。
ダ
メ
と
言
え

る
よ
う
に
学
習
し
た
い
と
語
り
、

福
祉
職
場
の
労
働
者
は
、
な
ぜ

格
差
が
広
が
る
の
か
の
議
論
で

目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
た
と
感

想
」（
丹
労
連
）、「
原
発
は
い
つ

重
大
事
故
が
起
こ
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
。
再
稼
働
反
対
の
知

事
宛
署
名
が
集
ま
り
だ
し
て
い

る
。
３
月
18
日
に
舞
鶴
で
さ
よ

な
ら
原
発
北
部
集
会
を
開
催
」

（
舞
鶴
地
労
協
）、「
サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
問
題
は
重
大
局

面
。
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

く
」（
亀
岡
地
労
協
）
な
ど
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

17
春
闘
勝
利
に
向
け
、
活
気

あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

上
回
る
ペ
ー
ス
で
加
入
が
進

み
、
組
合
員
が
職
場
の
未
加
入

者
に
声
を
か
け
る
、
臨
時
職
員

の
組
合
員
が
正
規
職
を
組
合
に

加
入
さ
せ
る
な
ど
の
経
験
も
」

（
自
治
労
連
・
府
職
労
連
）
な

ど
、
組
織
拡
大
の
経
験
と
重
要

性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

月
間
で
７
１
８
人
拡
大
、
年
間

で
３
ケ
タ
増
勢
の
可
能
性
も
。

い
っ
そ
う
奮
闘
す
る
」（
京
建

労
）、「
要
求
実
現
の
た
た
か
い

と
と
も
に
、
組
織
化
に
も
力
を

入
れ
る
」（
福
祉
保
育
労
）、

「
頼
れ
る
組
合
を
め
ざ
し
、
拡

大
に
全
力
。
昨
年
度
を
大
き
く

〇�だれでも月額20,000円以上、� �
時間額150円以上の賃上げ
〇�雇用形態にかかわらず、時間額
1,000円以上の到達をめざす

◦パート・非正規労働者の賃金の大幅引き上げ
◦同一労働同一賃金・均等待遇の実現
◦すべての職場で最低賃金協定の締結
◦初任給要求　高卒　170,000円�
　　　　　　大卒　210,000円

◦年齢別要求		  獲得目標	 最低保障
	 25歳	 245,000円	 200,000円�
	 35歳	 330,000円	 265,000円�
	 45歳	 415,000円	 320,000円

�

大
幅
賃
上
げ
・

人
間
ら
し
い
働
き
方
を
！

す
べ
て
の
労
働
者
に

あいさつする
梶川憲議長　

17春闘勝利へ決意を固め合う

京都総評第83回臨時大会

大
幅
賃
上
げ
、安
定

雇
用
、均
等
待
遇
を

実
現
し
よ
う

　

京
都
総
評
は
１
月
29
日
、
第
83
回
臨
時
大
会

を
ラ
ボ
ー
ル
京
都
ホ
ー
ル
で
開
催
。
役
員
、
代

議
員
、
傍
聴
な
ど
１
５
０
人
が
参
加
し
、
２
０

１
７
年
京
都
国
民
春
闘
方
針
を
確
立
し
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
、
春
闘
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、

「
賃
上
げ
は
我
々
の
手
で
と
一
時
金
闘
争
に
ス

ト
ラ
イ
キ
で
た
た
か
い
要
求
を
勝
ち
取
っ
た
経

験
や
公
務
・
民
間
の
労
働
者
の
団
結
の
力
で
前

進
を
勝
ち
取
っ
た
公
務
員
賃
金
闘
争
な
ど
に
確

信
を
持
ち
」「
公
務
・
民
間
・
地
域
が
団
結
し

て
大
幅
賃
上
げ
で
フ
ト
コ
ロ
を
あ
た
た
め
、
地

域
も
元
気
に
」
と
総
決
起
す
る
こ
と
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

17
春
闘
本
番
。全
力
で
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
。

暮
ら
し
も
地
域
の
経
済
も
！

た
て
直
そ
う

私たちの要求2017春闘

拡
大
し
、
５
５
０

２
人
か
ら
５
５
４

０
人
に
。
春
闘
期

も
拡
大
月
間
を
決

め
て
が
ん
ば
る
」

（
年
金
者
組

合
）、「
秋
の
拡
大
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原発ゼロをめざして

テロ対策…　実は
� って⁈

17春闘のヤマ場

暮
ら
し
も
地
域
も
元
気
に

大
幅
賃
上
げ
で

　

３
月
は
、
17
春
闘
の
ヤ
マ
場

で
す
。
大
幅
賃
上
げ
、
労
働
条

件
改
善
、
均
等
待
遇
実
現
な
ど

の
要
求
を
掲
げ
、
職
場
と
地
域

で
粘
り
強
く
た
た
か
い
、
要
求

実
現
を
か
ち
と
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

　

３
月
15
日
が
多
く
の
単
産
の

回
答
指
定
日
、
翌
16
日
は
ス
ト

ラ
イ
キ
も
含
め
た
統
一
行
動
日

で
す
。
ス
ト
ラ
イ
キ
で
た
た
か

「
共
謀
罪
」
と
は

　

「
共
謀
」
を
辞
書
で
ひ
く
と
「
共
同
で
悪
事
を
た
く
ら
む

こ
と
」。
通
常
、
殺
人
罪
な
ら
人
を
殺
し
た
事
実
、
窃
盗
罪

な
ら
盗
ん
だ
事
実
な
ど
、
実
際
に
犯
行
が
行
わ
れ
た
こ
と
を

対
象
に
処
罰
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
共
謀
罪
は
違
い
ま
す
。

①
実
際
に
や
っ
て
い
な
く
て
も
、「
た
く
ら
ん
だ
＝
相
談
し

た
」
だ
け
で
罪
に
問
う
、
②
２
人
以
上
で
計
画
し
、
だ
れ
か

一
人
で
も
準
備
・
行
為
を
す
れ
ば
罰
す
る
、
③
６
０
０
種
類

も
の
犯
罪
で
適
用
と
す
る
も
の
で
す
。

矛
盾
だ
ら
け
の
説
明

　

政
府
の
説
明
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

①�

「
一
般
人
に
は
関
係
な
い
」
と
言
い
ま
す
が
、
い
つ
で
も

運
用
と
判
断
で
、
対
象
は
拡
大
で
き
る
仕
組
み
で
、
労
働

組
合
も
対
象
と
な
り
う
る
危
険
な
法
律
で
す
。

②�

「
国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
」（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
条
約
）
を
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ま
で
に
締
結
す
る
た
め
の
法
整
備
と
言
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
条
約
は
、
国
際
的
な
マ
フ
ィ
ア
な
ど
を
取

り
締
ま
る
条
約
で
、
新
た
な
法
設
立
は
不
要
で
す
。
１
８

０
か
国
以
上
が
条
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
が
、
共
謀
罪
を

新
設
さ
せ
た
の
は
２
か
国
の
み
で
す
。

③�

「
テ
ロ
対
策
」
と
言
う
の
も
お
か
し
な
話
。
テ
ロ
防
止
に

関
す
る
条
約
は
世
界
で
13
本
つ
く
ら
れ
、
日
本
は
全
13
本

の
条
約
を
締
結
（
外
務
省
）、
国
内
法
の
整
備
も
済
ん
で

い
ま
す
。
む
し
ろ
、
安
保
法
制
で
、
海
外
で
戦
争
を
す
る

こ
と
自
体
が
、
テ
ロ
の
危
険
性
を
増
す
政
治
で
す
。

　

戦
前
の
治
安
維
持
法
に
も
匹
敵
す
る
、
憲
法
違
反
の
暗
黒

の
戦
争
国
家
づ
く
り
は
ゴ
メ
ン
で
す
。

う
労
組
を
互
い
に
支
援
し
、
公

務
・
民
間
一
体
の
春
闘
を
た
た

か
い
ま
し
ょ
う
。

　

同
時
に
、「
す
べ
て
の
労
働

者
の
大
幅
賃
上
げ
で
暮
ら
し
も

地
域
の
経
済
も
た
て
直
そ
う
」

の
世
論
を
大
き
く
広
げ
て
い
く

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

春
闘
の
ヤ
マ
場
と
な
る
３
月

９
日
と
16
日
の
一
斉
宣
伝
行
動

に
す
べ
て
の
組
織
か
ら
参
加

し
、
賃
上
げ
の
風
を
府
内
一
円

に
吹
か
せ
ま
し
ょ
う
。

　「テロ等組織犯罪準備罪」と言う法案
をつくろうとする安倍政権。しかしいか

に「 テ ロ 対
策」を装って
も、中身は３
度廃案になっ
た「共謀罪」
です。

長谷川健一さん（福島県飯館村酪農家）�
スピーチ
鹿島啓一さん（高浜原発差止訴訟弁護士）�
スピーチ� 他
15：00　デモ出発

安倍「働き方改革」の狙いと、真の働き方
改革への道筋をお話ししていただきます。

　京都総評が京都市予算要
請を実施。総評役員など14
人が参加。労働者・市民の

　不当解雇や不当労働行為
などとたたかうすべての争
議の勝利解決をめざす争議

　青年部・女性部・パート
ネットが菜の花学習会を行
い約60人が参加。講演で

命と暮らし、雇用と営業、
安全・安心の保障を第一に
した市政の推進を求め、介
護労働者の処遇改善、雇用
・経済対策の強化などを要
請しました。

支援総行動を約180人の参
加で実施。社前宣伝やター
ミナル宣伝、申入れなどを
終日展開。宣伝では争議の
当事者が勝利に向けた支援
を訴えました。

は、安倍内閣の下での格差
の拡がりや世界的にも異常
な日本の労働実態を紹介。
労働運動の発展と労働組合
を強く大きくすることの重
要性を強調しました。

京都市予算要請

争議支援総行動

菜の花行動学習会

２月８日

２月17日

２月16日

３月９日（木）　一斉ターミナル宣伝
北　大　路 ７：45～８：15 責京都市職労、北上地区労
烏丸今出川 ７：45～８：15 責京都市職労、北上地区労
烏 丸 御 池 ７：45～８：15 責京都市職労、中京地区労
西　　　院 ７：45～８：15 責自治労連、西右京地区労
四 条 大 宮 ７：45～８：15 責自治労連
四 条 烏 丸 ７：45～８：15 責府職労連
烏丸丸太町 ７：45～８：15 責府職労連
近 鉄 東 寺 ７：45～８：15 責府職労連、南地区労、下京地区労
東 大 手 筋 ７：45～８：15 責府職労連、伏見地区労
四 条 京 阪 ７：45～８：15 責京教組、東山地区労
三 条 京 阪 ７：45～８：15 責京教組
神宮丸太町 ７：45～８：15 責京教組、左京地区労
Ｊ Ｒ 宇 治 ７：45～８：15 責自治労連（宇治市職）、宇城久地区労
山 科 椥 辻 ７：45～８：15 責京都市職労、山科地区労
Ｊ Ｒ 亀 岡 ７：45～８：15 責府職労連、亀岡地労協
ＪＲ西大路 ７：45～８：15 責京建労
畑鐵工社前 ７：45～　　　 責JMITU
ＪＲ長岡京 ７：45～　　　 責乙訓地労協
※各組織から、最寄りの宣伝個所に参加しよう
※北部・南部の地区労協は、１ヶ所以上の宣伝を実施しよう

　
京
都
総
評
は
、
17
春
闘
の
ヤ
マ
場
と
な
る
３
月
に
、

「
京
都
府
内
に
賃
上
げ
の
風
を
吹
か
そ
う
」
と
一
斉
宣
伝

行
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
す
べ
て
の
単
産
・
地
域
か
ら
行
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
、
街
の
雰
囲
気
を
変
え
る
大
宣
伝
に
し
ま
し
ょ
う
。

「共謀罪」
京都府内に

吹かそう〝賃上げ〟の風

三 条 京 阪 17：30～18：00 責京教組、福保労、自交総連、国大教連

三条河原町 17：30～18：00 責京都市職労、JMITU、合同繊維、出版
労連、年金者組合

四 条 烏 丸 17：30～18：00 責京建労、京都新聞労組、通信労組、全
印総連、国労京滋、京都国公

四条河原町 17：30～18：00 責医労連、KBS労組、建交労、自立労
連、化学一般、自治労連、農協労連

四 条 寺 町 17：30～18：00 責府職労連、全国一般、郵政U、私教
連、全受労

阪急長岡天神 18：30～　　　 責乙訓地労協
※各地区労協で、１ヵ所以上の宣伝を実施しよう

３
月
16
日
（
木
）

17
春
闘
統
一
行
動
大
宣
伝

～�

京
都
府
内
に“
賃
上
げ
”の�

風
を
吹
か
そ
う
～

学習会 「働き方改革」の真偽を問う
３月28日（火）　18：30～
ラボール京都第１会議室
森岡 孝二さん（関西大学名誉教授）

と　き

ところ

講　師

最
寄
り
の
宣
伝

個
所
へ
参
加
を

バイバイ原発３・11きょうと

３・18さよなら原発京都北部集会in舞鶴

●講演会●

３月11日（土）
13：30～

３月11日（土）　17：30～

３月18日（土）　13：00～

円山音楽堂

TKP京都四条烏丸カンファレンスセンター

舞鶴市総合文化会館

河合弘之さん（脱原発弁護団全国連絡会共同代表）

と　き

と　き

と　き

ところ

ところ

ところ

講　演

主な内容

主催　バイバイ原発きょうと実行委員会

「生業を返せ、地域を返せ」福島からの報告��
� 服部浩幸さん（福島県原発訴訟原告団事務局長）
15：00　パレード出発

主な内容

17春闘スタート宣伝


